
グループ 1：河道の対策により対応する案  

対策案①：河道の掘削 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、流下能

力が不足する箇所で河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

(1,070)

国管理区間

（単位：m3/s）

本明川

1,070

半造
(330)
330

半造川

裏山（基準地点）不知火

(1,730)
1,730

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約48万m3

残土処理 約48万m3

橋梁改築 15橋
堰改築 13基

【河川整備計画】
■河道改修

河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。

4-41



 

 

 

◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

公園堰改築

公園橋改築

高城橋改築

眼鏡橋改築

新橋改築

諫早橋改築

光江橋改築
4k000

5k000

河道改修イメージ（3k400付近）

：治水対策案（河道の掘削）

：河川整備計画の河道改修

：治水対策案（河道の掘削）

：河川整備計画の河道改修：河川整備計画の河道改修

河道の掘削

ＨＷＬ

堰（現況） 堰（改築）

堰改築前 堰改築後
堰の改築（公園堰ほか）

河道の
掘削

3k400 
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グループ 1：河道の対策により対応する案  

対策案②：引堤 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、引堤を行

い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・引堤により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

・引堤に伴う用地取得、家屋等移転を行う。    

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

(1,070)

国管理区間

（単位：m3/s）

本明川

1,070

半造
(330)
330

半造川

裏山（基準地点）不知火

(1,730)
1,730

【河川整備計画】
■河道改修

河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約134万m3

残土処理 約113万m3

築堤 約 21万m3

引堤 約 13km
橋梁改築 18橋
堰改築 12基
用地取得 約 25ha
家屋等移転 約340戸

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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4．4．2 

◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 引堤

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間
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新橋改築

諫早橋改築

光江橋改築

引堤後

堤防法線

河道改修イメージ（3k400付近）

※ＨＷＬ…計画高水位
：治水対策案（引堤）

：河川整備計画の河道改修

：治水対策案（引堤）

：河川整備計画の河道改修：河川整備計画の河道改修

引堤

掘削
ＨＷＬ

家屋移設
橋梁改築（光江橋ほか）

用地取得

3k400 
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グループ 1：河道の対策により対応する案  

対策案③：堤防のかさ上げ 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、堤防のか

さ上げにより、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

 ・堤防のかさ上げにより影響がある橋梁は改築を行う。 

 ・堤防のかさ上げに伴う用地取得、家屋移転等を行う。 

 ・堤防のかさ上げに伴い、排水ポンプの改造を行う。     

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

(1,070)

国管理区間

本明川

1,070

半造
(330)
330

半造川

裏山（基準地点）不知火

(1,730)
1,730

（単位：m3/s）

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修
築堤 約33万m3

堤防かさ上げ 約17km
橋梁改築 17橋
家屋等移転 約160戸
用地取得 約 10ha
排水ポンプ改造 2基

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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4．4．3 

◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 堤防のかさ上げ

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：排水ポンプ改造

：国管理区間

公園橋改築

高城橋改築

眼鏡橋改築

新橋改築

諫早橋改築

光江橋改築
4k000

5k000

公園橋改築

高城橋改築

眼鏡橋改築

新橋改築

諫早橋改築

光江橋改築
4k000

5k000

河道改修イメージ（3k400付近）

※ＨＷＬ…計画高水位

：治水対策案（堤防のかさ上げ）

：河川整備計画の河道改修

：治水対策案（堤防のかさ上げ）

：河川整備計画の河道改修：河川整備計画の河道改修

かさ上げ後のＨＷＬ ＨＷＬ

家屋移設

堤防かさ上げ 堤防かさ上げ

橋梁改築（光江橋ほか）

用地取得

3k400 

4-46



グループ２：分流させることにより対応する案  

対策案④：放水路（本明川下流部ルート）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、本明川

7k300 付近から本明川下流部への放水路を建設し、放水路呑口建設予定地から上流の流下能力

が不足する箇所で河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。  

   

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

780

放水路
諫早湾

干拓調整池へ

半造(330)

不知火

(1,730)
1,480

330半造川

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約20万m3

残土処理 約20万m3

橋梁改築 6橋
堰改築 12基

■放水路
掘削 約64万m3

放水路内径11m L=4.3km
残土処理 約64万m3

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 放水路

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

◇放水路縦断図

本明川
7k300

放水路延長 4.3km

呑口水位
T.P.+21.59m
呑口水位

T.P.+21.59m
本明川下流部

吐口水位
T.P.+0.00m
吐口水位
T.P.+0.00m
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グループ２：分流させることにより対応する案  

対策案⑤：放水路（諫早市街地迂回ルート）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、本明川

7k000 付近から 3k100 付近へ諫早市街地を迂回する放水路を建設し、放水路呑口から上流及び放

水路吐口から下流の流下能力が不足する箇所で河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治

水安全度を確保する。 

 ・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

780

放水路
本明川下流へ

半造(330)

不知火

(1,730)
1,730

330半造川

【河川整備計画】
■河道改修

河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約28万m3

残土処理 約28万m3

橋梁改築 6橋
堰改築 12基

■放水路
掘削 約52万m3

放水路内径11m L=3.4km
残土処理 約52万m3

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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4．4．4 

◇治水対策案 概略位置図
凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 放水路

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

◇放水路縦断図

本明川

3k100付近

本明川

7k000付近

放水路延長 3.4km

呑口水位
T.P.+21.59m
呑口水位

T.P.+21.59m

吐口水位
T.P.+0.00m
吐口水位
T.P.+0.00m
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グループ２：分流させることにより対応する案  

対策案⑥：放水路（大村湾ルート）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、本明川

9k000 付近から大村湾への放水路を建設し、放水路呑口よりも上流の区間の流下能力が不足する

箇所で河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

780

放水路
大村湾へ 半造(330)

330半造川

不知火

(1,730)
1,480

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修
河道掘削 約15万m3

残土処理 約15万m3

橋梁改築 5橋
堰改築 11基

■放水路
掘削 約59万m3

放水路内径11m L=3.9km
残土処理 約59万m3

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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4．4．5 

◇治水対策案 概略位置図
凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 放水路

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

◇放水路縦断図

大村湾

本明川

9k000付近

放水路延長 3.9km
呑口水位

T.P.+36.05m
呑口水位

T.P.+36.05m

吐口水位
T.P.+0.00m
吐口水位
T.P.+0.00m
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グループ２：分流させることにより対応する案  

対策案⑦：放水路（東大川ルート）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、本明川

8k200 付近から東大川河口部への放水路を建設し、放水路呑口よりも上流の区間の流下能力が不

足する箇所で河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。    

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

780

放水路
東大川

河口部へ
半造(330)

330半造川

不知火

(1,730)
1,480

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。

【河川整備計画】
■河道改修

河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約19万m3

残土処理 約19万m3

橋梁改築 6橋
堰改築 12基

■放水路
掘削 約60万m3

放水路内径11m L=4.0km
残土処理 約60万m3
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◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 放水路

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

◇放水路縦断図

東大川
河口部

放水路延長 4.0km

呑口水位
TP.+28.51m
呑口水位

TP.+28.51m

吐口水位
T.P.+0.0m
吐口水位
T.P.+0.0m

本明川

8k200付近
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グループ２：分流させることにより対応する案  

対策案⑧：放水路（鈴田川ルート）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、本明川

11k000 付近から鈴田川への放水路を建設し、放水路呑口よりも上流の区間及び鈴田川の放水路

により流量が増加する区間において、流下能力が不足する箇所での河道の掘削を行い、河川整備

計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。   

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

780

放水路
鈴田川へ

半造(330)
330半造川

不知火

(1,730)
1,480

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約8万m3

残土処理 約8万m3

橋梁改築 4橋
堰改築 7基

■鈴田川
河道掘削 約5万m3

残土処理 約5万m3

橋梁架替7橋
■放水路

掘削 約42万m3

放水路内径11m L=2.6km
残土処理 約42万m3

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 放水路

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

鈴
田
川
の
改
修

◇放水路縦断図

鈴田川

本明川

11k000付近

放水路延長 2.6km

呑口水位
T.P.+61.02m
呑口水位

T.P.+61.02m

吐口水位
T.P.+18.0m
吐口水位
T.P.+18.0m
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グループ３：できるだけ洪水を貯留する案  

対策案⑨：ダムの有効活用（小ヶ倉ダムの貯水池掘削）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削や築堤等）を実施するとともに、既設の小ヶ

倉ダム（利水専用ダム）の貯水池の掘削により洪水調節容量を確保し、流下能力が不足する箇所で

河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。ただし、支川半造川におけ

る河川整備計画に盛り込まれている河道改修については、小ヶ倉ダムの洪水調節効果に応じて縮

小する。 

 ・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。  

(1,070)本明川

1,070

小ヶ倉ダム

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

国管理区間

（単位：m3/s）

貯水池掘削
半造川

(330)
290

不知火

(1,730)
1,690

半造

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約16 万 m 3 

残土処理 約 7 万 m 3 

築堤 約 9 万 m 3 

橋梁改築等 2 橋 

【治水対策案 】 
■ ダムの有効活用 
小ヶ倉ダム 貯水池掘削
洪水調節容量 約120万m3 
洪水調節設備 一式

■ 河道改修 
河道掘削 約47万m3 
残土処理 約47万m3 
橋梁改築 15橋 
堰改築   13橋 

※ 本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治 
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。 
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◇小ヶ倉ダムの貯水池掘削による洪水調節容量確保イメージ

堆砂容量

利水容量 214.5万m3

（土砂掘削前） （貯水池掘削後）

堆砂容量

新たに洪水調節容量を
確保 （120万m3）

（単位：m3/s）

利水容量 214.5万m3

◇ 治水対策案 概略位置図

【 小ヶ倉ダムの諸元 】

集水面積：4.53km 2

目 的：かんがい・水道

管 理：長崎県（昭和 52年）

型 式：アースダム

ダム高：約 21.1 m 

堤頂長：約 152.6 m

総貯水容量：220 万 m3

有効貯水容量：214.5 万 m3

かんがい用水：163.4 万 m3

都市用水：51.1 万 m3

＜利用者＞ 

かんがい用水：小ヶ倉ため池

土地改良区

都市用水：諫早市

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等 

：治水対策案 河道の掘削 

：治水対策案 橋梁の改築 

：治水対策案 堰の改築 

：国管理区間
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グループ３：できるだけ洪水を貯留する案  

対策案⑩：遊水地（地役権方式）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削及び築堤等）を実施するとともに、地役権

方式による遊水地を建設、遊水地の治水効果の及ばない遊水地よりも上流の区間及び遊水地より

下流の治水効果が不足する区間において河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全

度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

・遊水地とする区域で、地役権補償を行う。  

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修
河道掘削 約43万m3

残土処理 約43万m3

橋梁改築 15橋
堰改築 13基

■遊水地（地役権方式）
遊水地 15箇所
周囲堤整備、越流堤の整備
排水樋管整備
地役権補償 約12ha

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。

（単位：m3/s）
()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

1,020

遊水地（地役権）

遊水地（地役権）

半造(330)
330半造川

不知火

(1,730)
1,690
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4．4．6 

◇治水対策案 概略位置図
凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水池の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水地の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

遊水地（地役権方式）

越流堤 周囲堤

平常時

洪水時遊水地横断図イメージ

：遊水地（掘込方式）治水対策案：遊水地（掘込方式）治水対策案：遊水地（掘込方式）治水対策案:遊水池(地役権方式)治水対策案 
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グループ３：できるだけ洪水を貯留する案  

対策案⑪：遊水地（掘込方式［１箇所］）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削及び築堤等）を実施するとともに、掘込方

式の遊水地を１箇所建設し、遊水地の治水効果の及ばない遊水地よりも上流の区間及び遊水地よ

り下流の治水効果が不足する区間において河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安

全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

・遊水地とする区域の用地取得を行う。  

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修
河道掘削 約39万m3

残土処理 約39万m3

橋梁改築 15橋
堰改築 13基

■遊水地（掘込方式）
遊水地 1箇所
周囲堤整備、越流堤整備
排水樋管整備
用地買収 約9ha
掘削 約38万m3

残土処理 約38万m3

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。

 
（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

960

遊水地（掘込）

半造(330)
330半造川

不知火

(1,730)
1,640
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4．4．7 

◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水池の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

平常時

越流堤 遊水地の掘削 周囲堤

遊水地（掘込方式）
：遊水地（掘込方式）治水対策案

洪水時

平常時

越流堤 遊水地の掘削 周囲堤

遊水地（掘込方式）
：遊水地（掘込方式）治水対策案

洪水時
◇遊水地横断図イメージ

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水地の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間
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グループ３：できるだけ洪水を貯留する案  

対策案⑫：遊水地（掘込方式［４箇所］）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削及び築堤等）を実施するとともに、掘込方

式の遊水地を４箇所建設し、遊水地の治水効果の及ばない遊水地よりも上流の区間及び下流の治

水効果が不足する区間において河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保

する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

・遊水地とする区域の用地取得を行う。  

（単位：m3/s）()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

880

遊水地（掘込）

遊水地（掘込）
半造(330)

330半造川

不知火

(1,730)
1,570

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修
河道掘削 約33万m3

残土処理 約33万m3

橋梁改築 10橋
堰改築 13基

■遊水地（掘込方式）
遊水地 4箇所
周囲堤整備、越流堤整備
排水樋管整備
用地買収 約19ha
掘削 約80万m3

残土処理 約80万m3

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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4．4．8 

◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水池の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

平常時

越流堤 遊水地の掘削 周囲堤

遊水地（掘込方式）
：遊水地（掘込方式）治水対策案

洪水時

平常時

越流堤 遊水地の掘削 周囲堤

遊水地（掘込方式）
：遊水地（掘込方式）治水対策案

洪水時◇遊水地横断図イメージ

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水地の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間
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グループ３：できるだけ洪水を貯留する案  

対策案⑬：遊水地（掘込方式［７箇所］）＋河道の掘削 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削及び築堤等）を実施するとともに、掘込方

式の遊水地を７箇所建設し、遊水地の治水効果の及ばない遊水地よりも上流区間において河道の

掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

・遊水地とする区域の用地取得を行う。

【河川整備計画】
■河道改修

河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約21万m3

残土処理 約21万m3

橋梁改築 6橋
堰改築 12基

■遊水地（掘込方式）
遊水地 7箇所
周囲堤整備、越流堤整備
排水樋管整備
用地買収 約37ha
掘削 約144万m3

残土処理 約144万m3

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。

（単位：m3/s）()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

780

遊水地（掘込）

遊水地（掘込）
半造(330)

330半造川

不知火

(1,730)
1,480
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4．4．9 

◇治水対策案 概略位置図 凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水池の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間

平常時

越流堤 遊水地の掘削 周囲堤

遊水地（掘込方式）
：遊水地（掘込方式）治水対策案

洪水時

平常時

越流堤 遊水地の掘削 周囲堤

遊水地（掘込方式）
：遊水地（掘込方式）治水対策案

洪水時
◇遊水地横断図イメージ

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 遊水地の建設

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：国管理区間
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グループ４：できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案  

対策案⑭：河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全(機能の向上) 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削及び築堤等）を実施するとともに、流域内の

学校（校庭）、公園、農業用ため池を対象にした雨水貯留施設や家屋を対象とした雨水浸透施設を

設置し、水田等の保全（機能の向上）を行う。これによる治水効果が不足する分については、流下

能力が不足する箇所で河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。  

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

1,030

雨水貯留施設
雨水浸透施設
水田等の保全

半造(330)
330半造川

不知火

(1,730)
1,700

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案 】
■ 河道改修 
河道掘削 約 43万m3

残土処理 約 43万m3

橋梁改築 15 橋
堰改築 13 基

■ 流域対策 
雨水貯留施設 18 箇所

 雨水浸透施設 約3.4千戸 
水田の保全 約 1.5km2

※ 本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治 
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。 
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◇対象施設、規模、整備内容

畦畔のかさ上げイメージ

雨水貯留施設イメージ

 ◇治水対策案 概略位置図

凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：治水対策案 水田の保全

：治水対策案 雨水浸透施設（浸透ます）

：治水対策案 雨水貯留施設（学校）

：治水対策案 雨水貯留施設（公園）

：治水対策案 雨水貯留施設（農業用ため池）

：国管理区間

治水対策案 雨水浸透施設 （浸透ます） 
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グループ５：家屋等の浸水被害を防御する案   

対策案⑮：河道の掘削＋輪中堤＋宅地のかさ上げ・ピロティ建築等 

＋遊水機能を有する土地の保全＋霞堤の存置＋土地利用規制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削及び築堤等）を実施するとともに、流下能

力が不足する箇所で河道の掘削を行う。あわせて、本明川沿川に霞堤を存置するとともに、遊水機

能を有する土地の保全及び土地利用規制を行い、遊水機能を有する土地で宅地かさ上げ・ピロテ

ィ建築等を行うことにより、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

・霞堤の存置とあわせ、遊水に対して家屋等の浸水被害等を防止する対策として輪中堤と宅地のかさ

上げを検討した結果、効率的な治水対策案である宅地かさ上げとした。 

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

1,060

霞堤を存置 宅地かさ上げ

半造(330)
330半造川

不知火

(1,730)
1,730

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m3

残土処理 約 9万m3

築堤 約12万m3

橋梁改築等 2橋

【治水対策案】
■河道改修

河道掘削 約47万m3

残土処理 約47万m3

橋梁改築 15橋
堰改築 13基

■家屋のかさ上げ等 1戸
■遊水機能を有する土地の保全
■霞堤の存置
■土地利用規制

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。
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◇治水対策案 概略位置図
凡 例

：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：治水対策案 遊水機能を有する土地の保全、

霞堤の存置

：治水対策案 宅地かさ上げ

：国管理区間

宅地
かさ上げ

霞堤

平常時

洪水時
宅地かさ上げ

◇宅地かさ上げイメージ
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グループ５：家屋等の浸水被害を防御する案   

対策案⑯：河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全（機能の向上）＋輪中堤 

＋宅地のかさ上げ・ピロティ建築等＋遊水機能を有する土地の保全＋霞堤の存置＋土地利用規制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 

※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【治水対策案の概要】 

・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道の掘削及び築堤等）を実施するとともに、流域内の

学校（校庭）、公園、農業用ため池を対象にした雨水貯留施設や家屋を対象とした雨水浸透施設を

設置し、水田等の保全（機能の向上）を行う。これによる治水効果が不足する分については、流下

能力が不足する箇所で河道の掘削を行う。あわせて、本明川沿川に霞堤を存置するとともに、遊水

機能を有する土地の保全及び土地利用規制を行い、遊水機能を有する土地で宅地かさ上げ・ピロ

ティ建築等を行うことにより、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 

・河道掘削により影響がある橋梁、堰の改築を行う。 

・霞堤の存置とあわせ、遊水に対して家屋等の浸水被害等を防止する対策として輪中堤と宅地のかさ

上げを検討した結果、効率的な治水対策案である宅地かさ上げとした。 

（単位：m3/s）

()書き：河川整備計画の目標流量
下段：治水対策案の河道配分流量

裏山（基準地点）

(1,070)

国管理区間

本明川

1,030

霞堤を存置、宅地かさ上げ

雨水貯留施設
雨水浸透施設
水田等の保全

半造(330)
330半造川

不知火

(1,730)
1,700

【河川整備計画】
■河道改修
河道掘削 約21万m 3
残土処理 約 9万m 3
築堤 約12万m 3
橋梁改築等 2橋

【 治水対策案 】
■ 河道改修 
河道掘削 約42万m3

残土処理 約42万m3

橋梁改築 15橋
堰改築 13基

■ 流域対策 
雨水貯留施設 18箇所

水田の保全 約1.5km2

■ 家屋のかさ上げ等 1戸
■ 遊水機能を有する土地の保全
■ 霞堤の存置 
■ 土地利用規制 

※本治水対策案で想定する事業うち、河川整備計画に含まれるものを右に、本治 
水対策案に含まれるが、河川整備計画には含まれないものを左に記載している。 

雨水浸透施設 約3.4千戸 
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◇治水対策案 概略位置図 ：整備計画 河道改修（築堤または引堤）

：整備計画 河道改修（河道掘削）

：整備計画 橋梁の改築等

：治水対策案 河道の掘削

：治水対策案 橋梁の改築

：治水対策案 堰の改築

：治水対策案 水田の保全

：治水対策案 雨水浸透施設（浸透ます）

：治水対策案 雨水貯留施設（学校）

：治水対策案 雨水貯留施設（公園）

：治水対策案 雨水貯留施設

（農業用ため池）

：治水対策案 遊水機能を有する土地の
保全、霞堤の存置

：治水対策案 宅地かさ上げ

：国管理区間

宅地
かさ上げ

霞堤

凡 例

治水対策案 雨水浸透施設 （浸透ます） 
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4．2．4 概略評価による治水対策案の抽出 

4.2.3 で立案した 16 の治水対策案について、検証要領細目（P.13）に示されている「②概略評

価による治水対策案の抽出 2）」(以下参照)に基づき概略評価を行い、現計画（ダム案）以外の治

水対策案を 1～5 のグループ別に抽出した。抽出結果を次頁の表 4.2-4 に示す。 

 

グループ１：河道の対策により対応する案 

グループ２：分流させることにより対応する案 

グループ３：できるだけ洪水を貯留する案  

グループ４：できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案 

グループ５：家屋等の浸水被害を防御する案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループからの対策案の抽出に際してはコストを重視し、コスト的に最も有利な治水対策

案を選定した。なお、同程度のコストとなる治水対策案がある場合は、治水対策案の実施に

伴う新たな補償（用地買収、家屋移転）が少ない等、最も妥当と考えられる治水対策案を選定

した。 

 

 

 

【参考：検証要領細目より抜粋】 

多くの治水対策案を立案した場合には、概略評価を行い、1）に定める手法で治水対策案

を除いたり（棄却）、2）に定める手法で治水対策案を抽出したり（代表化）することによって、

2～5 案程度を抽出する。 

1） 次の例のように、評価軸で概略的に評価(この場合、必ずしも全ての評価軸で評価を行

う必要はない)すると、一つ以上の評価軸に関して、明らかに不適当と考えられる結果とな

る場合、当該治水対策案を除くこととする。 

イ）制度上、技術上の観点から極めて実現性が低いと考えられる案 

ロ）治水上の効果が極めて小さいと考えられる案 

ハ）コストが極めて高いと考えられる案 等 

なお、この段階において不適当とする治水対策案については、不適当とする理由を明

示することとし、該当する評価軸については可能な範囲で定量化して示す。 

2)  同類の治水対策案がある場合は、それらの中で比較し最も妥当と考えられるものを抽

出する。例えば、遊水地の適地が多くあって、複数の案が考えられるような場合、最も妥当

と考えられる案を抽出する。この例の場合、効果が同じであるならば、移転補償家屋数、コ

スト等について定量的な検討を行い、比較することが考えられる。 
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削

⑬
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
７

箇
所

〕
）
＋

河
道

の
掘

削

⑫⑪

遊
水

地
（
掘

込
方

式
〔
４

箇
所

〕
）
＋

河
道

の
掘

削

3
で

き
る

だ
け

洪
水

を
貯

留
す

る
案

2

約
6
8
0

約
6
2
0

約
6
5
0

約
5
7
0

約
6
5
0

⑥
放

水
路

（
大

村
湾

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削

コ
ス

ト

・
治

水
対

策
案

⑬
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

・
治

水
対

策
案

⑬
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

コ
ス

ト

・
治

水
対

策
案

⑬
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

○× ×

コ
ス

ト

コ
ス

ト
・
治

水
対

策
案

①
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

コ
ス

ト
・
治

水
対

策
案

①
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

コ
ス

ト
・
治

水
対

策
案

⑧
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

・
治

水
対

策
案

⑧
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

× ○

5
家

屋
等

の
浸

水
被

害
を

防
御

す
る

案

⑮
河

道
の

掘
削

＋
輪

中
堤

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

河
道

の
掘

削
＋

雨
水

貯
留

施
設

＋
雨

水
浸

透
施

設
＋

水
田

等
の

保
全

（
機

能
の

向
上

）
＋

輪
中

堤
＋

宅
地

の
か

さ
上

げ
・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制
⑯

で
き

る
だ

け
雨

水
の

河
川

へ
の

流
出

を
抑

制
す

る
案

4

・
治

水
対

策
案

⑮
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

コ
ス

ト
×○×

⑦

コ
ス

ト

・
治

水
対

策
案

⑬
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

・
治

水
対

策
案

⑧
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

コ
ス

ト

コ
ス

ト

放
水

路
（
東

大
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削

×× ×

⑨
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
小

ヶ
倉

ダ
ム

の
貯

水
池

掘
削

）
＋

河
道

の
掘

削

放
水

路
（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
⑧

約
8
0
0

×○

約
6
6
0

1
②

河
道

の
掘

削

コ
ス

ト
・
治

水
対

策
案

⑧
に

比
べ

て
コ

ス
ト

が
高

い
。

×○ ×

① ③

治
水

対
策

案
判

定
不

適
当

と
考

え
ら

れ
る

評
価

軸
と

そ
の

内
容

グ
ル

ー
プ

概
略

評
価

に
よ

る
抽

出

約
5
5
0

約
1
,0

4
0

概
算

事
業

費
（
億

円
）

Ｎ
ｏ
.

Ｎ
ｏ
.

⑤

分
流

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

対
応

す
る

案

引
堤

放
水

路
（
諫

早
市

街
地

迂
回

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削

放
水

路
（
本

明
川

下
流

部
ル

ー
ト

）
＋

河
道

の
掘

削

堤
防

の
か

さ
上

げ

河
道

の
対

策
に

よ
り

対
応

す
る

案
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4．2．5 治水対策案の評価軸ごとの評価 

概略評価により抽出した 5 つの治水対策案と現計画(ダム案)について、検証要領細目に示さ

れている 7 つの評価軸により評価を行った。 

なお、評価にあたって、治水対策案の名称は以下のように整理した。 

 

表 4．2-5 治水対策案の名称 

概略評価による抽出時の 

治水対策案の名称 

評価軸ごとの評価時の 

治水対策案の名称 

現計画（ダム案）：河川整備計画（本明川ダム＋河道改修） 本明川ダム案 

治水対策案①：河道の掘削 河道掘削案 

治水対策案⑧：放水路（鈴田川ルート）＋河道の掘削 放水路（鈴田川ルート）案 

治水対策案⑬：遊水地（掘込方式［７箇所］）＋河道の掘削 遊水地案 

治水対策案⑭：河道の掘削＋雨水貯留施設＋雨水浸透施設

＋水田等の保全(機能の向上) 
流域対策案 

治水対策案⑮：河道の掘削＋輪中堤＋宅地のかさ上げ・ピロ

ティ建築等＋遊水機能を有する土地の保全

＋霞堤の存置＋土地利用規制 

宅地かさ上げ案 
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表
4.

2-
6

●
検

討
主

体
が

個
別

ダ
ム

の
検

証
に

係
る

検
討

を
行

う
場

合
に

は
、

【
別

紙
１

】
に

掲
げ

る
方

策
を

組
み

合
わ

せ
て

立
案

し
た

治
水

対
策

案
を

、
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
次

表
の

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

評
価

軸
※

１
評

価
の

考
え

方
従

来
の

代
替

案
検

討
※

2

評
価

の
定

量
性

に
つ

い
て

※
3

備
　

　
　

　
考

●
河

川
整
備

計
画

レ
ベ

ル
の
目

標
に

対
し

安
全
を

確
保

で
き

る
か

○
○

河
川
整
備

計
画

に
お
い

て
想

定
し

て
い
る

目
標

と
同

程
度
の

目
標

を
達

成
す
る

こ
と

を
基

本
と
し

て
治

水
対
策

案
を

立
案

す
る

こ
と
と

し
て

お
り
、

こ
の

よ
う

な
場
合

は
河

川
整

備
計
画
と

同
程

度
の
安

全
を

確
保

す
る
と

い
う

評
価

結
果
と

な
る

。

●
目

標
を
上

回
る

洪
水

等
が
発

生
し

た
場

合
に
ど

の
よ

う
な

状
態
と

な
る

か

－
△

例
え

ば
、

ダ
ム

は
、
河

川
整

備
基

本
方
針

レ
ベ

ル
を

上
回
る

大
き

な
洪

水
が
発

生
し

た
場

合
、
ダ

ム
流

入
量

よ
り
も

流
量

を
増
加

さ
せ

る
こ

と
は
な

い
が

、
ダ

ム
に
よ

る
洪

水
調

節
効
果
が

完
全

に
は
発

揮
さ

れ
な

い
こ
と

も
あ

る
。

ま
た
、

堤
防

は
、

決
壊
し

な
け

れ
ば

被
害
は

発
生

し
な

い
が
、

ひ
と

た
び
決

壊
す

れ
ば

甚
大
な

被
害

が
発

生
す
る

。
洪

水
の

予
測
、
情

報
の

提
供
等

は
、

目
標

を
上
回

る
洪

水
時

に
お
い

て
も

的
確

な
避
難

を
行

う
た

め
に
有

効
で

あ
る

。
こ
の

よ
う

な
各
方

策
の

特
性

を
考
慮

し
て

、
各

治
水
対

策
案

に
つ

い
て
、
目

標
を

上
回
る

洪
水

が
発

生
す
る

場
合

の
状

態
を
明

ら
か

に
す

る
。

ま
た
、
近

年
発

生
が
増

加
す

る
傾

向
に
あ

る
局

地
的

な
大
雨

は
、

極
め

て
局
地

的
か

つ
短

時
間
に

発
生

す
る

降
雨
で

あ
る

た
め
、

一
般

的
に

流
域
面

積
の

大
き

な
大
河

川
に

お
い

て
は
影
響

は
少

な
い
が

、
流

域
面

積
が
小

さ
く

河
川

延
長
も

短
い

中
小

河
川
で

は
、

短
時

間
で
河

川
水

位
が

上
昇
し

氾
濫

に
至
る

場
合

が
あ

る
。
必

要
に

応
じ

、
各
治

水
対

策
案

に
つ
い
て

、
局

地
的
な

大
雨

が
発

生
す
る

場
合

の
状

態
を
明

ら
か

に
す

る
。

●
段

階
的
に

ど
の

よ
う

に
安
全

度
が

確
保

さ
れ
て

い
く

の
か

（
例

え
ば
５

，
１

０
年

後
）

－
△

例
え

ば
、

河
道

掘
削
は

対
策

の
進

捗
に
伴

っ
て

段
階

的
に
効

果
を

発
揮

し
て
い

く
場

合
が

多
い
が

、
ダ

ム
は

完
成
す

る
ま

で
は
全

く
効

果
を

発
現
せ

ず
、

完
成

し
運
用

し
て

初
め

て
効

果
を

発
揮

す
る
こ

と
に

な
る

。
こ
の

よ
う

な
各

方
策
の

段
階

的
な

効
果
の

発
現

の
特

性
を
考

慮
し

て
、

各
治
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
対

策
実
施

手
順

を
想

定
し
、

例
え

ば
５

年
後
、
１

０
年

後
に
ど

の
よ

う
な

効
果
を

発
現

す
る

か
に
つ

い
て

明
ら

か
に
す

る
。

●
ど

の
範
囲

で
ど

の
よ

う
な
効

果
が

確
保

さ
れ
て

い
く

の
か

　
（

上
下
流

や
支

川
等

に
お
け

る
効

果
）

△
△

例
え

ば
、

堤
防

か
さ
上

げ
等

は
、

主
と
し

て
事

業
実

施
箇
所

付
近

に
お

い
て
効

果
を

発
揮

す
る
。

ま
た

、
ダ

ム
、
遊

水
地

等
は
、

下
流

域
に

お
い
て

効
果

を
発

揮
す
る

。
こ

の
よ

う
な
各
方

策
の

特
性
を

考
慮

し
て

、
立
案

す
る

各
治

水
対
策

案
に

よ
っ

て
効
果

が
及

ぶ
範

囲
が
異

な
る

場
合

は
、
そ

の
旨

を
明
ら

か
に

す
る

。

※
こ

れ
ら
に

つ
い

て
、

流
量
低

減
、

水
位

低
下
、

資
産

被
害

抑
止
、

人
身

被
害

抑
止

等
の
観

点
で

適
宜

評
価
す

る
。

●
完

成
ま
で

に
要

す
る

費
用
は

ど
の

く
ら

い
か

○
○

各
治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

現
時

点
か
ら

完
成

す
る

ま
で
の

費
用

を
で

き
る
限

り
網

羅
的

に
見
込

む
。

●
維

持
管
理

に
要

す
る

費
用
は

ど
の

く
ら

い
か

－
○

各
治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

維
持

管
理
に

要
す

る
費

用
を
で

き
る

限
り

網
羅
的

に
見

込
む

。

●
そ

の
他
の

費
用

（
ダ

ム
中
止

に
伴

っ
て

発
生
す

る
費

用
等

）
は
ど

れ
く

ら
い

か
－

○
ダ

ム
中
止

に
伴

っ
て
発

生
す

る
費

用
等
に

つ
い

て
、

で
き
る

限
り

明
ら

か
に
す

る
。

※
な

お
、
必

要
に

応
じ

、
直
接

的
な

費
用

だ
け
で

な
く

関
連

し
て
必

要
と

な
る

費
用

に
つ
い

て
も

明
ら

か
に
し

て
評

価
す

る

●
土

地
所
有

者
等

の
協

力
の
見

通
し

は
ど

う
か

△
△

用
地
取
得

や
家

屋
移
転

補
償

等
が

必
要
な

治
水

対
策

案
に
つ

い
て

は
、

土
地
所

有
者

等
の

協
力
の

見
通

し
に

つ
い
て

明
ら

か
に
す

る
。

ま
た

、
例
え

ば
、

部
分

的
に
低

い
堤

防
、

霞
堤
の
存

置
等

に
つ
い

て
は

、
浸

水
の
お

そ
れ

の
あ

る
場
所

の
土

地
所

有
者
等

の
方

々
の

理
解
が

得
ら

れ
る
か

に
つ

い
て

見
通
し

を
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す

る
。

●
そ

の
他
の

関
係

者
と

の
調
整

の
見

通
し

は
ど
う

か

－
△

各
治
水
対

策
案

の
実
施

に
当

た
っ

て
、
調

整
す

べ
き

関
係
者

を
想

定
し

、
調
整

の
見

通
し

を
で
き

る
限

り
明

ら
か
に

す
る

。
関
係

者
と

は
、

例
え
ば

、
ダ

ム
の

有
効
活

用
の

場
合

の
共

同
事

業
者

、
堤
防

か
さ

上
げ

の
場
合

の
橋

梁
架

け
替
え

の
際

の
橋

梁
管
理

者
、

河
道

掘
削
時

の
堰

・
樋

門
・
樋

管
等

改
築
の

際
の

許
可

工
作
物

管
理

者
、

漁
業
関

係
者

が
考

え
ら
れ
る

。

●
法

制
度
上

の
観

点
か

ら
実
現

性
の

見
通

し
は
ど

う
か

※
６

－
各

治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

現
行

法
制
度

で
対

応
可

能
か
、

関
連

法
令

に
抵
触

す
る

こ
と

が
な
い

か
、

条
例

を
制
定

す
る

こ
と
に

よ
っ

て
対

応
可
能

か
な

ど
、

ど
の
程

度
実

現
性

が
あ
る
か

に
つ

い
て
見

通
し

を
明

ら
か
に

す
る

。

●
技

術
上
の

観
点

か
ら

実
現
性

の
見

通
し

は
ど
う

か
※

６
－

各
治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

目
的

を
達
成

す
る

た
め

の
施
設

を
設

計
す

る
た
め

に
必

要
な

技
術
が

確
立

さ
れ

て
い
る

か
、

現
在
の

技
術

水
準

で
施
工

が
可

能
か

な
ど
、

ど
の

程
度

実
現
性
が

あ
る

か
に
つ

い
て

見
通

し
を
明

ら
か

に
す

る
。

持
続

性
●
将

来
に
わ

た
っ

て
持

続
可
能

と
い

え
る

か
－

△
各

治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

そ
の

効
果
を

維
持

し
て

い
く
た

め
に

必
要

と
な
る

定
期

的
な

監
視
や

観
測

、
対

策
方
法

の
検

討
、
関

係
者

と
の

調
整
等

を
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す

る
。

柔
軟

性

●
地

球
温
暖

化
に

伴
う

気
候
変

化
や

社
会

環
境
の

変
化

な
ど

、
将
来

の
不

確
実

性
に

対
す
る

柔
軟

性
は

ど
う
か

－
－

例
え

ば
、

河
道

の
掘
削

は
、

掘
削

量
を
増

減
さ

せ
る

こ
と
に

よ
り

比
較

的
柔
軟

に
対

応
す

る
こ
と

が
で

き
る
が

、
再

び
堆

積
す
る

と
効

果
が

低
下
す

る
こ

と
に

留
意
す

る
必

要
が

あ
る
。
ま

た
、

引
堤
は

、
新

た
な

築
堤
と

旧
堤

撤
去

を
実
施

す
る

こ
と

が
必
要

と
な

り
、

柔
軟
に

対
応

す
る

こ
と
は

容
易

で
は

な
い
。

ダ
ム

は
、
操

作
規

則
の

変
更
や

か
さ

上
げ

等
を

行
う

こ
と

が
考
え

ら
れ

る
。

こ
の
よ

う
な

各
方

策
の
特

性
を

考
慮

し
て
、

将
来

の
不

確
実
性

に
対

す
る

各
治
水

対
策

案
の
特

性
を

明
ら

か
に
す

る
。

●
事

業
地
及

び
そ

の
周

辺
へ
の

影
響

は
ど

の
程
度

か

○
△

各
治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

土
地

の
買
収

、
家

屋
の

移
転
に

伴
う

個
人

の
生
活

や
地

域
の

経
済
活

動
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
、

ま
ち

づ
く
り

等
へ

の
影
響

の
観

点
か

ら
、
事

業
地

及
び

そ
の
周
辺

に
ど

の
よ
う

な
影

響
が

生
じ
る

か
、

で
き

る
限
り

明
ら

か
に

す
る
。

ま
た

、
必

要
に
応

じ
対

象
地
域

の
人

口
動

態
と
対

策
と

の
関

係
を
分

析
し

、
過

疎
化
の

進
行

等
へ

の
影

響
に

つ
い

て
検
討

す
る

。
な

お
、
必

要
に

応
じ

影
響
緩

和
の

た
め

の
対
策

を
検

討
し

、
対
策

の
内

容
や

想
定
さ

れ
る

効
果

等
に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
地

域
振
興

に
対

し
て

ど
の
よ

う
な

効
果

が
あ
る

か
－

△
例
え

ば
、

調
節

池
等
に

よ
っ

て
公

園
や
水

面
が

で
き

る
と
、

観
光

客
が

増
加
し

、
地

域
振

興
に
寄

与
す

る
場

合
が
あ

る
。

こ
の

よ
う
に

、
治

水
対
策

案
に

よ
っ

て
は
、

地
域

振
興

に
効

果
が

あ
る

場
合
が

あ
る

の
で

、
必
要

に
応

じ
、

そ
の
効

果
を

明
ら

か
に
す

る
。

●
地

域
間
の

利
害

の
衡

平
へ
の

配
慮

が
な

さ
れ
て

い
る

か

－
－

例
え

ば
、

ダ
ム

等
は
建

設
地

付
近

で
用
地

買
収

や
家

屋
移
転

補
償

を
伴

い
、
受

益
を

享
受

す
る
の

は
下

流
域

で
あ
る

の
が

一
般

的
で
あ

る
。

一
方
、

引
堤

等
は

対
策
実

施
箇

所
と

受
益
地
が

比
較

的
近
接

し
て

い
る

。
各
治

水
対

策
案

に
つ
い

て
、

地
域

間
で
ど

の
よ

う
に

利
害
が

異
な

り
、

利
害
の

衡
平

に
ど

の
よ
う

に
配

慮
が
な

さ
れ

て
い

る
か
、

で
き

る
限

り
明

ら
か

に
す

る
。
ま

た
、

必
要

に
応
じ

影
響

緩
和

の
た
め

の
対

策
を

検
討
し

、
対

策
の

内
容
や

想
定

さ
れ

る
効
果

等
に

つ
い
て

明
ら

か
に

す
る
。

●
水

環
境
に

対
し

て
ど

の
よ
う

な
影

響
が

あ
る
か

△
△

各
治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

現
況

と
比
べ

て
水

量
や

水
質
が

ど
の

よ
う

に
変
化

す
る

の
か

、
利
用

で
き

る
デ
ー

タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影

響
の
程

度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明

ら
か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応

じ
影
響

緩
和

の
た

め
の
対

策
を

検
討

し
、
対

策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効

果
等
に

つ
い

て
明
ら

か
に

す
る

。

●
生

物
の
多

様
性

の
確

保
及
び

流
域

の
自

然
環
境

全
体

に
ど

の
よ
う

な
影

響
が

あ
る

か
△

△
各

治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

地
域

を
特
徴

づ
け

る
生

態
系
や

動
植

物
の

重
要
な

種
等

へ
の

影
響
が

ど
の

よ
う

に
生
じ

る
の

か
及
び

下
流

河
川

も
含
め

た
流

域
全

体
の
自

然
環

境
に

ど
の
よ
う

な
影

響
が
生

じ
る

の
か

を
、
利

用
で

き
る

デ
ー
タ

の
制

約
や

想
定
さ

れ
る

影
響

の
程
度

に
応

じ
て

で
き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応

じ
影
響

緩
和

の
た

め
の
対
策

を
検

討
し
、

対
策

の
内

容
や
想

定
さ

れ
る

効
果
等

に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
土

砂
流
動

が
ど

う
変

化
し
、

下
流

河
川

・
海
岸

に
ど

の
よ

う
に
影

響
す

る
か

△
△

各
治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

土
砂

流
動
が

ど
の

よ
う

に
変
化

す
る

の
か

、
そ
れ

に
よ

り
下

流
河
川

や
海

岸
に

お
け
る

土
砂

の
堆
積

又
は

侵
食

に
ど
の

よ
う

な
変

化
が
生

じ
る

の
か
、

利
用

で
き

る
デ
ー

タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影

響
の
程

度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明

ら
か
に

す
る

。
ま

た
、
必

要
に

応
じ
影

響
緩

和
の

た
め
の

対
策

を
検

討
し
、

対
策

の
内

容
や

想
定

さ
れ

る
効
果

等
に

つ
い

て
明
ら

か
に

す
る

。

●
景

観
、
人

と
自

然
と

の
豊
か

な
触

れ
合

い
に
ど

の
よ

う
な

影
響
が

あ
る

か
△

△
各

治
水
対

策
案

に
つ
い

て
、

景
観

が
ど
う

変
化

す
る

の
か
、

河
川

や
湖

沼
で
の

野
外

リ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ
た

人
と

自
然
と

の
触

れ
合

い
の
活

動
及

び
日

常
的
な

人
と

自
然

と
の
触
れ

合
い

の
活
動

が
ど

の
よ

う
に
変

化
す

る
の

か
で
き

る
限

り
明

ら
か
に

す
る

。
ま

た
、
必

要
に

応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策

を
検

討
し
、

対
策

の
内

容
や
想

定
さ

れ
る

効
果
等
に

つ
い

て
明
ら

か
に

す
る

。

●
そ

の
他

－
以

上
の
項

目
に

加
え
て

特
筆

さ
れ

る
環
境

影
響

が
あ

れ
ば
、

利
用

で
き

る
デ
ー

タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影

響
の
程

度
に

応
じ
て

で
き

る
限

り
明
ら

か
に

す
る

（
例
え

ば
、

C
O
2
排

出
の

軽
減

）
。

※
１
　

本
表
の

評
価

軸
の

間
に
は

相
互

依
存

性
が
あ

る
（

例
え

ば
、
「

実
現

性
」

と
「
コ

ス
ト

」
と

「
安
全

度
（

段
階

的
に
ど

の
よ

う
に
安

全
度

が
確

保
さ
れ

て
い

く
の

か
）
」

は
そ

れ
ぞ

れ
が
独

立
し

て
い
る

の
で

は
な

く
、
実

現
性

が
低

い
と
コ

ス
ト

が
高

く
な
っ

た
り

、
効

果
発
現

時
期

が
遅

く
な
る

場
合

が
あ

る
）
も

の
が

　
　
　

あ
る
こ

と
に

留
意

す
る
必

要
が

あ
る

。

※
２
　

○
：
評

価
の

視
点

と
し
て

よ
く

使
わ

れ
て
き

て
い

る
、

△
：
評

価
の

視
点

と
し
て

使
わ

れ
て
い

る
場

合
が

あ
る
、

－
：

明
示

し
た
評

価
は

ほ
と

ん
ど
又

は
全

く
行

わ
れ
て

き
て

い
な

い

※
３
　

○
：
原

則
と

し
て

定
量
的

評
価

を
行

う
こ
と

が
可

能
、

△
：
主

と
し

て
定

性
的
に

評
価

を
せ

ざ
る
を

得
な

い
が
、

一
部

の
事

項
に
つ

い
て

は
定

量
的
な

表
現

が
可

能
な
場

合
が

あ
る

、
－
：

定
量

的
評
価

が
直

ち
に

は
困

難

※
４
　

「
実
現

性
」

と
し

て
は

、
例

え
ば

、
達

成
し

う
る

安
全

度
が

著
し

く
低

く
な

い
か

、
コ

ス
ト

が
著

し
く
高

く
な

い
か

、
持

続
性

が
あ

る
か

、
地

域
に

与
え

る
影

響
や

自
然

環
境

へ
与

え
る

影
響

が
著

し
く
大

き
く
な

い
か

が
考

え
ら

れ
る

が
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

、
実

現
性

以
外

の
評

価
軸

を
参

照
す

る
こ

と
。

評
　

　
価

　
　
軸

　
　

と
　
　

評
　
　

価
　
　

の
　
　

考
　

　
え
　

　
方

安
全

度
（
被

害
軽

減
効

果
）

コ
ス

ト

実
現

性
※

5

地
域

社
会

へ
の

影
響

環
境

へ
の

影
響

（
洪

水
調

節
の

例
）

【
別

紙
２

】
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治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・河
道

の
掘

削
・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削

・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
河

川
整

備
計

画
の

目
標

流
量

を
概

ね
安

全
に

流
す

こ
と

が
で

き
る

。
・
本

明
川

ダ
ム

案
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。
・
本

明
川

ダ
ム

案
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。
・
本

明
川

ダ
ム

案
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。
・
本

明
川

ダ
ム

案
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。
・
土

地
利

用
規

制
の

地
域

に
お

い
て

は
、

水
田

等
は

浸
水

す
る

が
、

宅
地

等
は

か
さ

上
げ

を
行

う
た

め
浸

水
し

な
い

。

・
そ

の
他

の
箇

所
に

つ
い

て
は

、
本

明
川

ダ
ム

案
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

本
明

川
の

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
・
な

お
、

降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

に
よ

っ
て

は
、

本
明

川
ダ

ム
下

流
区

間
で

の
効

果
量

が
異

な
る

。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

本
明

川
の

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

本
明

川
の

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
・
な

お
、

降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

に
よ

っ
て

は
、

放
水

路
下

流
区

間
で

の
効

果
量

が
異

な
る

。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

本
明

川
の

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
・
な

お
、

降
雨

の
地

域
分

布
、

時
間

分
布

や
降

雨
の

規
模

に
よ

っ
て

は
、

遊
水

地
下

流
区

間
で

の
効

果
量

が
異

な
る

。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

本
明

川
の

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

本
明

川
の

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

越
え

る
区

間
が

あ
る

）

【河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
い

規
模

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

越
え

る
区

間
が

あ
る

）

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

越
え

る
区

間
が

あ
る

）

【河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
い

規
模

の
洪

水
】

・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

越
え

る
区

間
が

あ
る

）

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

越
え

る
区

間
が

あ
る

）

【
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

】
・
降

雨
の

時
間

分
布

、
地

域
分

布
、

規
模

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

河
道

の
水

位
は

計
画

高
水

位
を

超
え

る
区

間
が

あ
る

。
（
な

お
、

水
位

が
整

備
を

想
定

し
て

い
る

堤
防

高
を

越
え

る
区

間
が

あ
る

）

【
局

地
的

な
大

雨
】

・
河

道
の

水
位

が
本

明
川

の
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
を

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
局

地
的

な
大

雨
が

本
明

川
ダ

ム
上

流
域

で
発

生
し

た
場

合
、

本
明

川
ダ

ム
の

容
量

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
調

節
可

能
で

あ
る

。

【
局

地
的

な
大

雨
】

・
河

道
の

水
位

が
本

明
川

の
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
を

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
局

地
的

な
大

雨
】

・
河

道
の

水
位

が
本

明
川

の
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
を

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
局

地
的

な
大

雨
】

・
河

道
の

水
位

が
本

明
川

の
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
を

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
局

地
的

な
大

雨
が

遊
水

地
上

流
で

発
生

し
た

場
合

、
遊

水
地

の
容

量
を

上
回

る
ま

で
は

洪
水

調
節

可
能

で
あ

る
。

【
局

地
的

な
大

雨
】

・
河

道
の

水
位

が
本

明
川

の
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
を

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
局

地
的

な
大

雨
】

・
河

道
の

水
位

が
本

明
川

の
計

画
高

水
位

を
上

回
る

ま
で

は
洪

水
を

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

現
計

画
（ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

安 全 度 （ 被 害 軽 減 効 果 ）

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方 ●

河
川

整
備

計
画

ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ
の

目
標

に
対

し
安

全
を

確
保

で
き

る
か

●
目

標
を

上
回

る
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
に

ど
の

よ
う

な
状

態
と

な
る

か

表
4
.2

-
7
 

治
水

対
策

案
の

評
価

軸
ご

と
の

評
価
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治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削
・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

【
1
0
年

後
】

・
本

明
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
0
年

後
】

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
0
年

後
】

・
放

水
路

に
つ

い
て

は
、

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
0
年

後
】

・
遊

水
地

に
つ

い
て

は
、

事
業

実
施

中
で

あ
る

が
、

完
成

し
た

遊
水

地
か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
0
年

後
】

・
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
に

つ
い

て
は

、
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

施
工

箇
所

か
ら

順
次

、
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
下

流
区

間
に

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
0
年

後
】

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
5
年

後
】

・
本

明
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

施
工

完
了

可
能

で
あ

り
、

ダ
ム

下
流

区
間

に
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
1
5
年

後
】

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
5
年

後
】

・
放

水
路

に
つ

い
て

は
、

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
の

発
現

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
1
5
年

後
】

・
遊

水
地

に
つ

い
て

は
、

事
業

実
施

中
で

あ
る

が
、

完
成

し
た

遊
水

地
か

ら
順

次
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
1
5
年

後
】

・
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
に

つ
い

て
は

、
施

工
完

了
可

能
で

あ
り

、
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
下

流
区

間
に

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
1
5
年

後
】

・
宅

地
か

さ
上

げ
に

つ
い

て
は

、
施

工
完

了
可

能
で

あ
り

、
宅

地
か

さ
上

げ
箇

所
で

は
効

果
を

発
現

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
河

道
掘

削
、

築
堤

等
の

河
道

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

を
行

っ
た

区
間

か
ら

順
次

効
果

を
発

現
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

等
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

等
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

等
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

等
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

等
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

※
予

算
の

状
況

等
に

よ
り

変
動

す
る

場
合

が
あ

る
。

・
河

川
整

備
計

画
の

計
画

対
象

区
間

に
お

い
て

、
河

川
整

備
計

画
で

想
定

し
て

い
る

目
標

流
量

を
概

ね
安

全
に

流
下

さ
せ

る
。

・
河

川
整

備
計

画
の

計
画

対
象

区
間

に
お

い
て

、
河

川
整

備
計

画
で

想
定

し
て

い
る

目
標

流
量

を
概

ね
安

全
に

流
下

さ
せ

る
。

・
河

川
整

備
計

画
の

計
画

対
象

区
間

に
お

い
て

、
河

川
整

備
計

画
で

想
定

し
て

い
る

目
標

流
量

を
概

ね
安

全
に

流
下

さ
せ

る
。

・
河

川
整

備
計

画
の

計
画

対
象

区
間

に
お

い
て

、
河

川
整

備
計

画
で

想
定

し
て

い
る

目
標

流
量

を
概

ね
安

全
に

流
下

さ
せ

る
。

・
河

川
整

備
計

画
の

計
画

対
象

区
間

に
お

い
て

、
河

川
整

備
計

画
で

想
定

し
て

い
る

目
標

流
量

を
概

ね
安

全
に

流
下

さ
せ

る
。

・
土

地
利

用
規

制
の

地
域

に
お

い
て

は
、

水
田

等
は

浸
水

す
る

が
、

宅
地

等
は

か
さ

上
げ

を
行

う
た

め
浸

水
し

な
い

。

・
そ

の
他

の
箇

所
に

つ
い

て
は

、
本

明
川

ダ
ム

案
と

同
程

度
の

安
全

を
確

保
で

き
る

。

現
計

画
（
ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

安 全 度 （ 被 害 軽 減 効 果 ）

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

安
全

度
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か
（
例

え
ば

5
,1

0
,

年
後

）

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か
（
上

下
流

や
支

川
等

に
お

け
る

効
果

）

表
4
.2

-
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治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削
・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
約

3
7
0
億

円
・
約

5
5
0
億

円
・
約

5
7
0
億

円
・
約

5
6
0
億

円
・
約

5
7
0
億

円
・
約

5
5
0
億

円

う
ち

本
明

川
ダ

ム
残

事
業

費
　

約
2
7
0
億

円
（
洪

水
調

節
分

）
※

本
明

川
ダ

ム
残

事
業

費
　

約
2
7
0
億

円
（
洪

水
調

節
分

）
に

つ
い

て
は

、
残

事
業

費
約

4
2
8

億
円

に
、

特
定

多
目

的
ダ

ム
法

施
行

令
（
昭

和
3
2
年

政
令

第
1
8
8
号

）
第

二
条

（
分

離
費

用
身

替
り

妥
当

支
出

法
）
に

基
づ

く
計

算
に

よ
り

算
出

し
た

ア
ロ

ケ
率

約
6
2
.6

％
を

乗
じ

て
算

出
し

た
。

う
ち

本
明

川
ダ

ム
の

効
果

量
に

相
当

す
る

河
道

掘
削

費
等

約
4
5
0
億

円

う
ち

本
明

川
ダ

ム
の

効
果

量
に

相
当

す
る

放
水

路
、

河
道

掘
削

費
等

　
約

4
7
0
億

円
う

ち
本

明
川

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
遊

水
地

、
河

道
掘

削
費

等
　

約
4
6
0
億

円
う

ち
本

明
川

ダ
ム

の
効

果
量

に
相

当
す

る
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
、

河
道

掘
削

費
等

　
約

4
7
0
億

円

う
ち

本
明

川
ダ

ム
の

効
果

量
に

相
当

す
る

宅
地

の
か

さ
上

げ
、

河
道

掘
削

費
等

　
約

４
５

０
億

円

・
約

2
0
0
百

万
円

／
年

・
約

9
8
百

万
円

／
年

・
約

5
1
百

万
円

／
年

・
約

1
2
5
百

万
円

／
年

・
約

1
1
2
百

万
円

／
年

・
約

9
8
百

万
円

／
年

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

本
明

川
ダ

ム
の

整
備

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

河
道

掘
削

案
の

実
施

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

※
既

設
河

川
施

設
の

維
持

管
理

費
を

除
く
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

放
水

路
案

の
実

施
に

伴
う

増
加

分
を

計
上

し
た

。
※

既
設

河
川

施
設

の
維

持
管

理
費

を
除

く
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

遊
水

地
案

の
実

施
に

伴
う

増
加

分
を

計
上

し
た

。
※

既
設

河
川

施
設

の
維

持
管

理
費

を
除

く
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

流
域

対
策

案
の

実
施

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

※
既

設
河

川
施

設
の

維
持

管
理

費
を

除
く
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

流
域

対
策

案
の

実
施

に
伴

う
増

加
分

を
計

上
し

た
。

※
既

設
河

川
施

設
の

維
持

管
理

費
を

除
く
。

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
、

上
記

の
他

に
、

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

　
約

2
1
万

m
3
）

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
、

上
記

の
他

に
、

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

　
約

6
9
万

m
3
）

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
、

上
記

の
他

に
、

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
本

明
川

河
道

掘
削

量
　

約
2
9
万

m
3
）

（
鈴

田
川

河
道

掘
削

量
　

約
5
万

m
3
）

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
、

上
記

の
他

に
、

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

　
約

4
2
万

m
3
）

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
、

上
記

の
他

に
、

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

　
約

6
4
万

m
3
）

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
、

上
記

の
他

に
、

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

　
約

6
8
万

m
3
）

・
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

に
つ

い
て

は
、

土
砂

撤
去

に
係

る
費

用
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
発

生
し

な
い

。
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
横

坑
閉

塞
等

に
9
千

万
円

程
度

が
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
横

坑
閉

塞
等

に
9
千

万
円

程
度

が
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
横

坑
閉

塞
等

に
9
千

万
円

程
度

が
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
横

坑
閉

塞
等

に
9
千

万
円

程
度

が
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
・
横

坑
閉

塞
等

に
9
千

万
円

程
度

が
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（
費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

現
計

画
（
ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

コ ス ト

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

●
そ

の
他

の
費

用
（
ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
等

）
は

ど
れ

く
ら

い
か

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

表
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治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削
・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
補

償
基

準
の

妥
結

に
向

け
、

本
明

川
ダ

ム
水

没
予

定
地

内
の

地
元

地
権

者
等

か
ら

な
る

「
本

明
川

ダ
ム

建
設

対
策

協
議

会
」
が

設
立

さ
れ

て
い

る
。

（
用

地
買

収
約

3
8
h
a）

【
放

水
路

】

・
放

水
路

の
設

置
に

伴
い

約
4
2
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
遊

水
地

】
・
遊

水
地

に
よ

り
約

3
7
h
aの

用
地

の
買

収
及

び
約

1
4
4
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
雨

水
貯

留
施

設
】

・
雨

水
貯

留
施

設
の

対
象

と
な

る
1
8
箇

所
の

学
校

、
公

園
、

農
業

用
た

め
池

へ
の

設
置

が
必

要
で

あ
り

、
施

設
管

理
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
雨

水
浸

透
施

設
】

・
雨

水
浸

透
施

設
の

対
象

と
な

る
家

屋
約

3
.4

千
戸

へ
の

設
置

が
必

要
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
】

・
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
の

対
象

と
な

る
約

1
5
0
h
aの

水
田

へ
の

設
置

が
必

要
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
宅

地
か

さ
上

げ
等

】
・
宅

地
か

さ
上

げ
に

係
る

土
地

所
有

者
等

と
土

地
利

用
規

制
が

か
か

る
土

地
利

用
者

等
と

の
合

意
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
約

9
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
約

5
7
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
約

2
2
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
約

3
0
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
約

5
2
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
約

5
6
万

m
3
の

残
土

が
発

生
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
処

分
地

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
時

点
で

は
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

実 現 性

現
計

画
（
ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

表
4
.2

-
1
0
 

治
水

対
策

案
の

評
価

軸
ご

と
の

評
価

 

4-80



治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削
・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
本

明
川

ダ
ム

建
設

に
伴

い
付

替
が

生
じ

る
道

路
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
放

水
路

】
・
放

水
路

の
吐

口
と

な
る

鈴
田

川
の

河
川

管
理

者
及

び
沿

川
自

治
体

、
関

係
河

川
使

用
者

、
沿

川
住

民
等

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【
遊

水
地

】
・
遊

水
地

の
新

設
に

伴
い

、
農

林
部

局
等

の
関

係
機

関
等

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【
雨

水
貯

留
施

設
】

・
雨

水
貯

留
施

設
の

新
設

に
伴

い
、

施
設

管
理

者
等

の
関

係
機

関
と

の
調

整
が

必
要

に
な

る
。

【
雨

水
浸

透
施

設
】

・
雨

水
浸

透
施

設
の

新
設

に
伴

い
、

関
係

機
関

等
と

の
調

整
が

必
要

に
な

る
。

【
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
】

・
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
に

伴
い

、
農

林
部

局
等

の
関

係
機

関
等

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【
土

地
利

用
規

制
】

・
土

地
利

用
規

制
に

伴
い

、
農

林
部

局
等

の
関

係
機

関
等

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
掘

削
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
通

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
橋

梁
架

替
等

に
伴

う
施

設
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
掘

削
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
通

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
橋

梁
架

替
等

に
伴

う
施

設
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
掘

削
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
通

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
橋

梁
架

替
等

に
伴

う
施

設
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
掘

削
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
通

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
橋

梁
架

替
等

に
伴

う
施

設
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
掘

削
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
通

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
橋

梁
架

替
等

に
伴

う
施

設
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
掘

削
に

伴
う

関
係

河
川

使
用

者
と

の
調

整
は

、
従

来
通

り
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
橋

梁
架

替
等

に
伴

う
施

設
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

本
明

川
ダ

ム
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

河
道

掘
削

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

放
水

路
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
が

、
関

係
者

と
の

協
議

が
必

要
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

遊
水

地
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
が

、
関

係
者

と
の

協
議

が
必

要
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

流
域

対
策

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

が
、

関
係

者
と

の
協

議
が

必
要

で
あ

る
。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

宅
地

か
さ

上
げ

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

が
、

土
地

の
利

用
を

規
制

す
る

場
合

に
は

建
築

基
準

法
に

基
づ

き
災

害
危

険
区

域
の

設
定

等
の

措
置

を
講

じ
る

こ
と

が
必

要
に

な
る

。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

実 現 性

現
計

画
（
ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

表
4
.2

-
1
1
 

治
水

対
策

案
の

評
価

軸
ご

と
の

評
価
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治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削
・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【
放

水
路

】
・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【
遊

水
地

】
・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

【
雨

水
貯

留
施

設
・
雨

水
浸

透
施

設
・
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
】

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
土

地
利

用
規

制
】

・
土

地
利

用
規

制
を

継
続

す
る

た
め

の
関

係
者

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
堆

積
状

況
等

の
監

視
が

必
要

と
な

る
が

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
本

明
川

ダ
ム

は
、

か
さ

上
げ

に
よ

り
容

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

、
技

術
的

に
は

可
能

で
あ

る
が

、
道

路
等

の
施

設
管

理
者

や
土

地
所

有
者

の
協

力
等

が
必

要
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
柔

軟
に

対
応

す
る

こ
と

は
容

易
で

は
な

い
。

・
放

流
口

の
改

造
等

に
よ

る
操

作
ル

ー
ル

見
直

し
に

つ
い

て
は

、
技

術
的

に
可

能
で

あ
る

。

【
放

水
路

】
・
放

水
路

は
、

放
水

路
ト

ン
ネ

ル
の

増
設

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
設

置
箇

所
の

地
形

条
件

等
に

よ
り

増
設

に
は

限
界

が
あ

る
。

【
遊

水
地

】
・
遊

水
地

は
、

貯
水

容
量

を
増

や
す

た
め

に
、

調
整

池
内

の
掘

削
及

び
、

周
囲

堤
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
掘

削
量

及
び

か
さ

上
げ

高
に

は
限

界
が

あ
る

。

【
雨

水
貯

留
施

設
・
雨

水
浸

透
施

設
・
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
】

・
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
に

つ
い

て
は

、
能

力
を

増
強

す
る

こ
と

は
技

術
的

に
可

能
で

あ
る

が
、

施
設

管
理

者
や

土
地

所
有

者
等

の
協

力
が

必
要

と
な

る
。

【
宅

地
の

か
さ

上
げ

】
・
宅

地
の

再
か

さ
上

げ
の

土
地

所
有

者
の

協
力

等
が

必
要

と
な

る
と

想
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
は

容
易

で
は

な
い

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
。

・
橋

梁
架

替
等

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
施

設
管

理
者

の
協

力
等

が
必

要
と

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
。

・
橋

梁
架

替
等

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
施

設
管

理
者

の
協

力
等

が
必

要
と

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
。

・
橋

梁
架

替
等

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
施

設
管

理
者

の
協

力
等

が
必

要
と

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
。

・
橋

梁
架

替
等

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
施

設
管

理
者

の
協

力
等

が
必

要
と

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
。

・
橋

梁
架

替
等

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
施

設
管

理
者

の
協

力
等

が
必

要
と

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

は
、

掘
削

量
の

調
整

に
よ

り
比

較
的

柔
軟

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
掘

削
量

に
は

限
界

が
あ

る
。

・
橋

梁
架

替
等

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
施

設
管

理
者

の
協

力
等

が
必

要
と

な
る

。

柔 軟 性

●
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

化
や

社
会

環
境

の
変

化
な

ど
、

将
来

の
不

確
実

性
に

対
す

る
柔

軟
性

は
ど

う
か

現
計

画
（
ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か

持 続 性

表
4
.2

-
1
2
 

治
水

対
策

案
の

評
価

軸
ご

と
の

評
価
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表
4
.2

-
1
3
 

 
治

水
対

策
案

の
評

価
軸

ご
と

の
評

価
 

治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）＋

河
道

の
掘

削

・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

が
予

測
さ

れ
る

箇
所

に
つ

い
て

は
地

す
べ

り
対

策
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

【
遊

水
地

】
・
遊

水
地

の
新

設
に

よ
り

、
約

3
7
h
aの

用
地

を
買

収
す

る
こ

と
は

、
農

業
収

益
減

収
な

ど
事

業
地

周
辺

の
地

域
経

済
を

支
え

る
農

業
活

動
に

影
響

を
及

ぼ
す

と
予

想
さ

れ
る

。
・
諫

早
市

長
か

ら
は

遊
水

地
設

置
箇

所
は

、
水

田
地

帯
で

あ
り

、
ま

た
、

水
源

地
域

が
含

ま
れ

て
い

る
た

め
、

実
現

性
は

非
常

に
難

し
い

と
の

意
見

を
頂

い
て

い
る

。
（
検

討
の

場
（
第

1
回

）
）

【
雨

水
貯

留
施

設
】

・
降

雨
時

に
貯

留
を

行
う

こ
と

と
な

る
た

め
、

学
校

、
公

園
及

び
農

業
用

た
め

池
利

用
に

影
響

が
あ

る
と

予
想

さ
れ

る
。

【
水

田
等

の
保

全
（機

能
向

上
）
】

・
降

雨
時

に
貯

留
を

行
う

こ
と

に
な

る
た

め
、

農
作

物
に

被
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

り
、

営
農

意
欲

の
減

退
な

ど
、

事
業

地
の

地
域

の
営

み
に

影
響

を
及

ぼ
す

と
予

想
さ

れ
る

。

【
土

地
利

用
規

制
】

・
浸

水
を

想
定

し
て

い
る

地
域

の
水

田
等

（
約

1
.8

h
a）

は
、

常
に

浸
水

の
恐

れ
が

あ
る

た
め

、
営

農
意

欲
の

減
退

な
ど

、
事

業
地

の
地

域
の

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

予
想

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
、

1
5橋

の
橋

梁
架

替
が

生
じ

る
こ

と
か

ら
、

市
民

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

予
想

さ
れ

る
。

・
諫

早
市

長
か

ら
は

、
1
5橋

も
架

け
替

え
る

計
画

は
、

現
実

性
が

薄
い

と
の

意
見

を
頂

い
て

い
る

（
検

討
の

場
（
第

1
回

）
）
。

【
河

道
改

修
】

・
本

明
川

の
河

道
改

修
に

つ
い

て
は

、
大

き
な

影
響

は
特

に
予

想
さ

れ
な

い
。

・
鈴

田
川

に
つ

い
て

は
、

河
道

の
掘

削
に

伴
い

、
主

要
国

道
を

含
む

7
橋

の
橋

梁
架

替
が

生
じ

る
こ

と
か

ら
、

市
民

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

予
想

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
特

に
大

き
な

影
響

は
特

に
予

想
さ

れ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
、

1
5
橋

の
橋

梁
架

替
が

生
じ

る
こ

と
か

ら
、

市
民

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

予
想

さ
れ

る
。

・
諫

早
市

長
か

ら
は

、
1
5
橋

も
架

け
替

え
る

計
画

は
、

現
実

性
が

薄
い

と
の

意
見

を
頂

い
て

い
る

（
検

討
の

場
（
第

1
回

）
）
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

に
伴

い
、

1
5
橋

の
橋

梁
架

替
が

生
じ

る
こ

と
か

ら
、

市
民

生
活

に
影

響
を

及
ぼ

す
と

予
想

さ
れ

る
。

・
諫

早
市

長
か

ら
は

、
1
5
橋

も
架

け
替

え
る

計
画

は
、

現
実

性
が

薄
い

と
の

意
見

を
頂

い
て

い
る

（
検

討
の

場
（
第

１
回

）
）
。

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【
放

水
路

】
・
放

水
路

に
よ

る
治

水
安

全
度

の
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

顕
在

化
さ

せ
る

契
機

に
は

な
り

得
る

。

【
遊

水
地

】
・
遊

水
地

に
よ

る
治

水
安

全
度

の
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

顕
在

化
さ

せ
る

契
機

に
は

な
り

得
る

。
一

方
で

、
遊

水
地

は
掘

込
方

式
と

な
る

た
め

、
洪

水
時

以
外

の
土

地
利

用
は

で
き

ず
、

水
田

地
帯

を
減

少
さ

せ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
振

興
に

悪
影

響
を

与
え

る
可

能
性

も
あ

る
。

【
土

地
利

用
規

制
】

・
土

地
利

用
を

規
制

す
る

地
域

に
つ

い
て

は
、

土
地

利
用

上
、

大
き

な
制

約
と

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
下

流
域

で
は

、
河

川
改

修
と

あ
わ

せ
た

治
水

安
全

度
の

向
上

に
よ

る
土

地
利

用
の

変
化

が
、

地
域

振
興

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
顕

在
化

の
契

機
に

は
な

り
得

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

顕
在

化
さ

せ
る

契
機

に
は

な
り

得
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

顕
在

化
さ

せ
る

契
機

に
は

な
り

得
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

顕
在

化
さ

せ
る

契
機

に
は

な
り

得
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

顕
在

化
さ

せ
る

契
機

に
は

な
り

得
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

川
改

修
に

よ
る

治
水

安
全

度
向

上
に

よ
る

土
地

利
用

の
変

化
が

、
地

域
振

興
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

顕
在

化
さ

せ
る

契
機

に
は

な
り

得
る

。

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
一

般
的

に
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
場

合
、

移
転

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
と

、
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

に
な

る
。

【
河

道
改

修
】

・
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

現
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

間
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

現
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

間
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

【
放

水
路

】
・
放

水
路

の
建

設
地

は
山

間
地

域
の

地
下

部
分

で
あ

り
、

本
明

川
の

流
域

外
で

あ
る

鈴
田

川
へ

放
流

す
る

こ
と

か
ら

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

に
係

る
調

整
が

必
要

と
な

る
と

予
想

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

現
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

間
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

【
遊

水
地

】
・
遊

水
地

で
は

建
設

地
付

近
の

用
地

買
収

を
伴

う
が

、
受

益
地

は
遊

水
地

の
建

設
地

付
近

を
含

む
下

流
域

で
あ

る
。

・
本

明
川

上
流

部
で

遊
水

地
を

新
設

す
る

た
め

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

に
係

る
調

整
が

必
要

と
予

想
さ

れ
る

。
【
河

道
改

修
】

・
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

現
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

間
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

【
雨

水
貯

留
施

設
】

・
雨

水
貯

留
施

設
で

は
建

設
地

付
近

で
公

園
、

学
校

及
び

農
業

用
た

め
池

の
利

用
制

限
を

伴
い

、
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
の

が
一

般
的

で
あ

る
。

・
本

明
川

上
流

部
で

雨
水

貯
留

等
施

設
を

新
設

す
る

た
め

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

に
係

る
調

整
が

必
要

に
な

る
と

予
想

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

現
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

間
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

【
宅

地
か

さ
上

げ
】

・
宅

地
か

さ
上

げ
は

、
浸

水
し

な
い

宅
地

と
浸

水
す

る
農

地
等

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

と
予

想
さ

れ
る

。
【
河

道
改

修
】

・
整

備
箇

所
と

効
果

が
発

現
す

る
範

囲
が

概
ね

一
致

す
る

た
め

、
下

流
か

ら
順

次
河

川
整

備
を

進
め

る
限

り
、

地
域

間
の

利
害

の
不

衡
平

は
生

じ
な

い
。

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

現
計

画
（
ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

地 域 社 会 へ の 影 響
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治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削
・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
ダ

ム
完

成
後

の
水

質
予

測
に

よ
る

と
、

富
栄

養
化

及
び

溶
存

酸
素

量
へ

の
影

響
が

予
測

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

保
全

措
置

（
曝

気
循

環
設

備
及

び
選

択
取

水
設

置
）
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

水
の

濁
り

、
水

温
に

つ
い

て
は

、
影

響
は

小
さ

い
も

の
と

予
測

さ
れ

る
。

【
放

水
路

】
・
放

水
路

は
、

水
温

・
水

質
な

ど
水

環
境

へ
の

影
響

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

。

【
遊

水
地

】
・
遊

水
地

は
、

平
常

時
は

貯
留

し
な

い
た

め
、

水
温

・
水

質
な

ど
の

水
環

境
へ

の
影

響
は

限
定

的
と

想
定

さ
れ

る
。

【
雨

水
貯

留
施

設
・
雨

水
浸

透
施

設
・
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
】

・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
宅

地
の

か
さ

上
げ

】
・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
河

道
改

修
】

・
水

環
境

へ
の

影
響

は
想

定
さ

れ
な

い
。

【
本

明
川

ダ
ム

】
（
湛

水
面

積
：
0
.3

9
km

2
）

・
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
が

生
じ

る
と

予
測

さ
れ

る
種

が
あ

る
た

め
、

生
息

環
境

の
整

備
や

移
植

な
ど

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

【
放

水
路

】
・
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
を

受
け

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
影

響
は

限
定

的
と

想
定

さ
れ

る
。

【
遊

水
地

】
（
湛

水
面

積
：
3
2
h
a）

・
遊

水
地

の
設

置
に

よ
る

洪
水

時
の

浸
水

に
よ

り
、

一
部

の
水

田
の

消
失

に
伴

い
、

設
置

箇
所

の
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

が
、

影
響

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

。

【
雨

水
貯

留
施

設
・
雨

水
浸

透
施

設
・
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）
】

・
自

然
環

境
へ

の
影

響
は

想
定

さ
れ

な
い

。

【
宅

地
の

か
さ

上
げ

】
・
自

然
環

境
へ

の
影

響
は

想
定

さ
れ

な
い

。

【
河

道
改

修
】
（
河

道
掘

削
量

：
約

2
1
万

m
3
）

・
河

道
掘

削
に

よ
り

、
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】
（
河

道
掘

削
量

：
約

6
9
万

m
3
）

・
河

道
掘

削
に

よ
り

、
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】
（
河

道
掘

削
量

：
本

明
川

約
2
9

万
m

3
、

鈴
田

川
約

5
万

m
3
）

・
河

道
掘

削
に

よ
り

、
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】
（
河

道
掘

削
量

：
約

4
2
万

m
3
）

・
河

道
掘

削
に

よ
り

、
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】
（
河

道
掘

削
量

：
約

6
4
万

m
3
）

・
河

道
掘

削
に

よ
り

、
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

【
河

道
改

修
】
（
河

道
掘

削
量

：
約

6
8
万

m
3
）

・
河

道
掘

削
に

よ
り

、
動

植
物

の
重

要
な

種
に

つ
い

て
、

生
息

地
の

消
失

や
生

息
環

境
へ

の
影

響
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

現
計

画
（
ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

環 境 へ の 影 響

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か
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治
水

対
策

案
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評
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軸
ご

と
の

評
価

 

治
水

対
策

案
①

治
水

対
策

案
⑧

治
水

対
策

案
⑬

治
水

対
策

案
⑭

治
水

対
策

案
⑮

河
道

掘
削

案
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
案

遊
水

地
案

流
域

対
策

案
宅

地
か

さ
上

げ
案

・
本

明
川

ダ
ム

・
河

道
の

掘
削

・
放

水
路

（
鈴

田
川

ル
ー

ト
）
＋

河
道

の
掘

削
・
遊

水
地

（
掘

込
方

式
〔
7
箇

所
〕
）
＋

河
道

の
掘

削

・
河

道
の

掘
削

＋
雨

水
貯

留
施

設
＋

雨
水

浸
透

施
設

＋
水

田
等

の
保

全
（
機

能
向

上
）

・
河

道
の

掘
削

＋
宅

地
の

か
さ

上
げ

・
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
等

＋
遊

水
機

能
を

有
す

る
土

地
の

保
全

＋
霞

堤
の

存
置

＋
土

地
利

用
規

制

・
本

明
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
・
半

造
川

：河
道

掘
削

＋
築

堤
＋

橋
梁

改
築

等
・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・本
明

川
：河

道
掘

削
＋

築
堤

・半
造

川
：河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

・
本

明
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

・
半

造
川

：
河

道
掘

削
＋

築
堤

＋
橋

梁
改

築
等

【
本

明
川

ダ
ム

】
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

と
、

ダ
ム

直
下

の
本

明
川

で
は

、
河

床
構

成
材

料
や

河
床

高
に

大
き

な
変

化
は

生
じ

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
放

水
路

】
・
放

水
路

が
合

流
す

る
付

近
に

お
い

て
、

流
況

に
応

じ
て

堆
積

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
そ

の
場

合
、

掘
削

が
必

要
と

な
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

：

約
2
1
万

m
3
）

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

：

約
6
9
万

m
3
）

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

：

本
明

川
約

2
9
万

m
3
、

鈴
田

川
約

5
万

m
3
）

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

：

約
42

万
m

3
）

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

：

約
6
4
万

m
3
）

【
河

道
改

修
】

・
河

道
の

掘
削

を
実

施
し

た
区

間
に

お
い

て
、

再
び

堆
積

す
る

場
合

は
掘

削
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
河

道
掘

削
量

：

約
6
8
万

m
3
）

【
本

明
川

ダ
ム

】
・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
主

要
な

眺
望

景
観

の
一

部
が

変
化

す
る

と
予

測
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。

・
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
放

水
路

】
・
放

水
路

に
よ

り
、

景
観

が
一

部
変

化
す

る
と

予
測

さ
れ

る
。

・
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
遊

水
地

】
・
新

た
な

周
囲

堤
の

設
置

や
調

整
池

内
の

掘
削

に
よ

り
、

景
観

が
一

部
変

化
す

る
と

予
測

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

。
・
高

水
敷

を
掘

削
す

る
こ

と
か

ら
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

に
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

。
・
高

水
敷

を
掘

削
す

る
こ

と
か

ら
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

に
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

。
・
高

水
敷

を
掘

削
す

る
こ

と
か

ら
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

に
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

。
・
高

水
敷

を
掘

削
す

る
こ

と
か

ら
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

に
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
改

修
】

・
河

道
改

修
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
限

定
的

と
想

定
さ

れ
る

。
・
高

水
敷

を
掘

削
す

る
こ

と
か

ら
人

と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

に
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

●
景

観
､人

と
自

然
と

の
豊

か
な

触
れ

合
い

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

現
計

画
（ダ

ム
案

）

本
明

川
ダ

ム
案

　
　

　
　

　
　

　
治

水
対

策
案

と
　

　
　

　
　

　
　

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方 ●

土
砂

流
動

が
ど

う
変

化
し

、
下

流
河

川
･

海
岸

に
ど

の
よ

う
に

影
響

す
る

か

環 境 へ の 影 響
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4．3 新規利水の観点からの検討 

4．3．1 ダム事業参画継続の意思・必要な開発量の確認 

本明川ダム建設事業への利水参画者（長崎県南部広域水道企業団）に対して、平成 22 年

12 月 24 日付けでダム事業参画継続の意思、必要な開発量の確認について文書を発送し、

平成 25 年 5 月 31 日に継続の意思なしとの回答を得ている。 

これを受けて、本明川ダム検証においては、新規利水の目的がなくなったことから、新規利

水の観点からの検討は実施しない。 
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